
令和 2年 1月吉日

理事長挨拶

当組合は、皆様方に支えられて、前回の東京オリンピックの年（1964年）に設立され、
今年、再びの東京オリンピックの開催という、56年目の節目を迎える年となりました。    

元号が、令和という新しい元号に変わり、新たな幕開けという輝かしい時期ではございますが、

世界の情勢も日々明るい話題ばかりではなく、組合各企業それぞれを取り巻く環境も共存共栄とはかけ離れ、

消費者の方々の趣味嗜好の多様化により、めまぐるしく変化してきています。 

このような多様化の時代、従来通りのマーケティングではビジネスが縮小してしまいます。

今後はそれぞれに差別化された魅力ある商品を創り出し、どのようにお見せし、ユーザー様につなげていくか

というマーケティングテーマが必要となります。    

    

当組合は、｢力の和の結集できる組合｣としてのメリットを活かし、互いに情報収集、交換を行なっています。

また販売拡大を目指す展示会の開催等をとおして販売機会の創出も行っております。 

   

私たち組合企業の創り出す製品は、女性が持つ本来の美しさをより一層引き立てる役目を担います。

そのために私たちは、「手作りの良さ」、「丹精こめて仕上げる技」と｢ハイクオリティなデザイン｣を常に目指し、
｢皆様の日々の生活を心豊かに華やかに演出できるように｣と、こころがけています。    

これからも皆様からご満足いただける企業の組合として、努力を惜しまず、組合企業の繁栄と共存共栄に取り

組んでまいりますので、変わらぬ温かいご支援、ご指導を賜りますようよろしくお願い申し上げます。
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